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「チーム学校」としての意識のもと、主体的に学校運営に参画する教職員の育成
* 菊　池　　　均
How to cultivate the teachers who positively cope with the school management based 
on their awareness of ‘Team School’ 
KIKUCHI  Hitoshi
Abstract
In the past nineteen years, I was engaged in the school management as the vice-principal and the principal of 
the junior high schools which had various types of problems to solve, such as the students’ juvenile delinquencies, 
their parents’ strong claims, students’ inactive attitude towards their learning and so forth. Thanks to many 
peoples’ great help and cooperation, I could try my best to solve those problems with all the staffs of the very 
schools and the board of education. I am now proud of all my staffs who supported me.　　　　　
Since this April, I have had great opportunities to teach to the postgraduate students in Miyagi University of 
Education. In this essay I would like to refer to how to cultivate the teachers who can positively cope with the 
school management based on the awareness of ‘Team School’, focusing on the next two points. The first one is 
how to stimulate the teachers’ motivation towards the school management, and the second one is how to relate 
my various experiences of the school management to my lectures and workshops for the graduate-students.
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Ⅰ　はじめに
公立学校の使命は、学校が存する地域の子どもたち
に対し、知、徳、体のバランスのとれた教育活動をつ
かさどるとともに、地域の優れた教育資源を活用し、
特色ある学校経営を行うことで、保護者や地域住民の
ニーズと期待に応えていくことである。そのためには、
校長の課題解決に向けた経営戦略とリーダーシップが
重要であることは自明の理である。しかしながら、い
くら校長が優れた経営ビジョンをもち、それを教職員
に投げかけたとしても、協働で動く組織が脆弱だった
り、一人一人の教職員の協働意識が未成熟だったりす
れば、価値あるビジョンも絵に描いた餅で終わってし
まう。また、子どもたちの学力向上のためにというこ
とで、少数の若手教員の優れた意見や考えが、心ない
主任者層の反対にあって実践に結びつかなかったとい
うことを、私は学校現場で何度も耳にしたことがある。
このように、校長の経営ビジョンが浸透しなかったり、
教職員の協働意識が弱かったり、若手教員の意見が反
映されずに終わってしまったりということは、子ども
たちにとってマイナスであり、保護者や地域との信頼
関係にも亀裂が生じる大きな原因となるものである。
こうした状況を打開するためには、教職員一人一人の
学校運営に主体的に参画する意欲と態度を養い、学校
組織マネジメントを学校課題解決に向けてしっかりと
回していくことが何よりも重要である。
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おりしも、中央教育審議会答申（2016．12月）の「チー
ムとしての学校」が提唱され、「チーム学校」に向けて
学校教育法施行規則の一部改正（2017．₄月）が行わ
れたところである。それによれば、これからの学校は、
学校の組織としての在り方や、学校の組織文化に基づ
く業務の在り方などを見直し、「チームとしての学校」
を作り上げることが大切であるとし、以下の₃つの視
点が提示された。　
○「チーム体制の構築」
これについては、学校の自主性・自律性が叫ばれた
H10の中央教育審議会答申の頃から言われてきたこと
であるが、今般の答申では、教職員以外の専門能力ス
タッフを連携職員として学校教育に参画させることを
狙ったもので、これまでの教員間の「チーム学校」から、
さらに専門性、協働性、連携性を強めるものとなって
いる。
○「学校マネジメント機能」
これについては、これまでの PDCA の学校組織マ
ネジメントサイクルの機能に加え、多様な職と職文化
の違いからくる専門家集団をいかに束ねまとめていく
か、スクールリーダーの手腕が問われている。
○「教員一人一人の力が発揮できる環境整備」
これについては、教員一人一人が自らの専門性を発
揮し、意欲をもって子どもたちの指導に専念できるよ
う、業務の見直しと改善に取り組むこととしている。
具体には、教員の資質・能力の向上を図る研修の充実
と学び続ける教師像の提言、学校運営全体にわたって
分掌業務の見直しを図り、教員の本来の業務に対し、
もてる力を発揮できるような改善を進めることとして
いる。
筆者は今年₃月末に公立中学校の校長を定年退職
し、本学教職大学院学校経営班の実務教員に採用され
て半年になる。学校現場から来ている現職院生から、
自分はミドルリーダーとしてどんな役割を発揮し、管
理職や若手教員たちとどのようにかかわっていけばよ
いのかについて、教職大学院在学中に確たるものを学
び、学校現場に戻ったら還元したいという話を聞く。
とても頼もしく感じるとともに、自分がこれまでの公
立中学校や教育行政で得た知見を院生たちのために少
しでも伝えていけたらと思っている。
そこで拙稿をまとめるにあたり、ミドルリーダーと
して期待される院生たちの問題意識を受け、テーマを
『「チーム学校」の意識のもと、主体的に学校運営に
参画する教職員の育成』とした。内容的には、本テー
マに関わって、筆者が学校現場で実際に経験してきた
ことの一部を紹介するとともに、それを実務教員とし
て教職大学院の授業等にどう生かしていくかについ
て、私見の一端を述べてみたい。
Ⅱ　学校組織及び運営上の課題
宮城県教育委員会が本県の学校運営能力養成研修
に関する調査研究報告書（2016　宮城県教育委員会）
を取りまとめた。その中の県内公立各小・中学校・高
等学校・特別支援学校の校長、副校長、教頭、各市町
村教育委員会教育長を対象として行ったアンケート調
査結果を見ると、学校運営上の課題とその要因として、
以下の₅点があげられている。
（₁）学校課題を明確にし、その解決のために全教職
員が校内研究や協働体制づくりを通じて取り組
もうとするが、一部の教員だけに業務が集中し
てしまい、協働体制はかけ声だけで終わってし
まいがちである。
（₂）社会全体の規範意識と家庭教育力が低下し、学
校が何でも抱え込もうとすることで、教職員は
疲弊しきっている。
（₃）ベテランと若手をつなぐ中堅層の教員が不足し、
先輩の経験を後輩がうまく受け継ぐことができ
ない現状にあるため、個別の力量で諸問題に対
応せざるを得なくなり、トラブルや多忙感の原
因となっている。
（₄）社会人として成長しにくい、狭い人間関係の中で、
特定の価値観に固執する教員がおり、そのこと
から子どもや保護者とのトラブルに発展するこ
とがある。　
（₅）社会の急激な変化や流行に流されてしまうこと
で、教育目標の具現化や地域の特色を生かした
学校経営といった本質的な視点を見失いがちで
ある。
上記の₅点が、筆者が上記調査結果から捉えた
本県の公立学校の学校運営に係る課題とその要因
である。さらに、東京都や神奈川県の同一の調査結
果によれば、都心や都心に近い県の公立学校では、
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若手教員の全体に占める割合が急激に高くなり、若
手教員の資質向上が最大の課題となっている。
以上が、直近で行われた学校運営に係る調査結果か
ら見える課題である。
同僚性や協働性の欠如については、教員の専門職と
いう仕事の特殊性から、組織の共通理解・共通行動が
他の公務員や民間企業と比べて取り難いこと、社会性
の欠如については、新規採用の22 ～ 23歳の頃から「～
～先生」と呼ばれ、お山の大将となってしまい、社会
一般の常識が欠落したり、大人の人間関係が稚拙に
なったりすることがよく指摘されてきた。これらは筆
者が教員になったころも先輩教員から指摘されたこと
であり、「学校の常識は世間の非常識」と世間から揶
揄される要因となっている。これらは半永久的な課題
であるというのが大方の見方であろうと思える。
H10の中教審答申「今後の地方教育行政の在り方に
ついての学校の自主性・自律性確保」により、地域に
開かれた特色ある学校づくりを推進するためには、各
学校の自主性・自律性を確保し、校長のリーダーシッ
プのもと、教職員一人一人が協働で学校運営に当たる
とともに、地域を巻き込んでの評価システムを協働で
開発することの重要性が盛り込まれた。さらに、H19
には、学校を外に開くために、学校教育法を改正し、
学校関係者評価の実施と報告を努力義務として定める
とともに、学校組織のマネジメントサイクルについて
は、PDS サイクルではなく、PDCA サイクルの₄段
階サイクルを重視することとした。これは、Do( やっ
てみる ) の後に Check（評価）を入れることで、それ
を Action（質の高い改善・実施）につなげることを狙っ
たものである。このことは、冒頭に記した公立学校の
ミッションである「学校が存する地域の子どもたちに
対し、知、徳、体のバランスのとれた教育活動をつか
さどるとともに、地域の優れた教育資源を活用し、特
色ある学校経営を行うことで、保護者や地域住民の
ニーズと期待に応えていくこと」に通じるものであり、
そのためには、来し方行く末の半永久的な課題と言わ
れてきた学校のチーム力の発揮こそが何よりも求めら
れてきていると考える。今般の中教審答申で言及され
た「チームとしての学校の構築」は、さらに外部の専
門職員や事務職員も含め、学校がチームとしてのミッ
ションの達成と教職員の働き方改革につながるもので
あり、まさに時宜を得た提言である。
Ⅲ　「チーム学校」の意識の涵養と教職員一人一人
　　が学校運営に主体的に参画する学校づくり
筆者は、公立中学校₂校で校長を、₁校で教頭を
務めた。教頭として勤務した学校と最後の校長₂校目
で勤務した中学校は、ともに管内の拠点校と呼ばれる
大規模校であったため、勤務校の仕事以外に、教頭会
や校長会等の任意団体での充て職や役割も多く、学校
で執務に当たる時間が少なかったので、意図的に教職
員のチーム意識を喚起し、協働体制の仕掛けづくりに
腐心する習慣が身についた。特に、教頭として勤務
した築館町立（現栗原市立）築舘中学校は、当時県内
で最も生徒指導の事故報告件数の多い、いわゆる生徒
指導困難校であった。教職員の徒労感と疲労感はピー
クに達し、保護者は学校不信を募らせていた。生徒指
導困難校の大規模校において、筆者は実践的に学んだ
教員のチーム力の発揮と主体的に学校運営に関わる体
制づくりの試みを行った。また、校長として勤務した
丸森町立公立大内中学校と大河原町立大河原中学校で
は、ともに相反する学校課題の解決に向け、教職員の
チーム力を高め、教職員一人一人が主体的に学校運営
に参画する仕掛けづくりを行った。これらの取組実践
は、手立てを講じたからといってすぐに成果が表れる
ことは少なく、紆余曲折の連続であった。しかし、一
つ一つの布石を打ちながら、PDCA サイクルのスモー
ルステップを回すことで、₂年間または₄年間の長い
スパンの中で目指すチーム学校づくりと主体的に参画
する教職員の醸成を意識した取組実践を積み上げてき
た。拙稿では、その中から特に本主題に迫る事例の一
部を紹介してみたい。
₁　築館中学校での実践から　
（₁）登校時の朝のあいさつ運動と生徒指導
生徒が登校してくる時刻は、職員の勤務時間の開始
時刻よりも早いのが通例である。よって、朝の登校指
導については勤務命令を発することはできないので、
校長の指導のもと、₄月の始業式当日からおよそ一か
月間の期限付きで朝の出勤時刻を₁時間繰り上げ、全
職員で次の₅点の重点指導を行った。
①　校門から校舎昇降口までの約100メートルの上
り坂に教員が左右一列に並び、「新学期のあいさ
つ運動」と称して登校してきた生徒一人一人に対
「チーム学校」としての意識のもと、主体的に学校運営に参画する教職員の育成
- 299 -
し、名前を呼びながら元気にあいさつをしたり、
励ましの言葉がけを行ったりした。
②　服装や頭髪等で校則を違反している生徒には、
複数の教員がかかわり、直してから登校するよう働
きかけた。改善の見られた生徒には、認め、褒め、
励ました。
③　暴言を発したり、暴力をふるおうとしたりする
生徒には、その場で数人の教員が取り囲み、場
所を変えてクールダウンさせ、本人が授業に参
加する意思があれば教室に入れるが、その意思
がない場合には、家庭と連絡を取り、家族に引
き渡して家庭学習をさせた。家族と連絡が取れ
ない場合には、教室に入れないで、生徒指導室
等で担当者が個別学習をさせた。
④　₄月始業式からの新しい指導体制について、校
長式辞や生徒指導主事からの趣旨説明と連絡、そ
の後の学年集会や学級活動で全校生徒に周知を
図った。先生方と生徒全員が楽しく学び合える
学校にしていくためという本質の部分を力説す
るようにした。
  ⑤　保護者には、始業式前の PTA 役員会で、新
学期当初の学校の取組を説明して了解を得ると
ともに、保護者から全面的にバックアップする
という約束を取り付けた。
≪登校時の指導の成果と課題の振り返り≫
①　新年度₄月の始業式は、学校が新たなスタート
を切るという意味で、教員にとっても生徒にとっ
ても特別の日である。生徒は新たな目標や誓いを
立て、志を抱いて登校してくる。校門をくぐるな
り、先生方が整然と立ち並び、一人一人から元気
なあいさつと励ましの言葉をかけてもらうこと
で、今年度は学校が大きく変わるかもしれない
という期待感をもたせることができた。さらに、
₄月一か月間継続することで、教員集団の本気
度を感じ取らせることができた。
②　築舘中学校には、意欲とやる気のある教員が多
く、年齢的にもベテラン、中堅、若手のバランス
がとれていた。これは、退職を控え、教職の集大
成を目指していた S 校長が、₃年がかりで築き
上げた人事配置がベースとなっていた。築舘中学
校は、打てば響く一人一人の教員が一生懸命に頑
張っていたが、個別対応に多くの時間がさかれ、
チームとして動く体制が十分育っていなかった。
生徒指導においても、問題行動の生徒への対症療
法的な対応に追われ、普通の子どもたちや保護者
からの信頼を得るまでに至らなかった。しかし、
何とか現在の局面を打開できないかという熱い
思いがあった。赴任早々の運営委員会や職員会
議において、早朝からのあいさつ運動の提案に
対し、反対意見が出なかったのはそのためであ
ると思っている。校長からの指導で一番留意し
たことは、早朝出勤が難しい職員への配慮であっ
た。幼児やお年寄りを抱えるなど、家族の事情
や本人の健康上の理由があれば、最大限配慮す
るよう心掛けた。
③　早朝指導を受け、最初は表情が硬かったり、あ
いさつを返さなかったりした生徒も、次第に笑顔
が出てくるようになり、生徒と先生の距離が近く
なったと感じた。昨年度まで対教師暴力や器物損
壊等を繰り返してきた生徒たちは、最初はわざ
と遅れて登校したり、学校を無断欠席したりし
ていたが、問題行動の集団から一人抜け二人抜
けして問題行動が減少し、集団も縮小されていっ
た。大切なことは、この子どもたちの居場所づ
くりと、非行や違法行為でなく、学校集団の中
で他の子どもたちとともに自己存在感を存分に
味わわせる仕掛けづくりにかかっていた。
④　教員の勤務の割り振りに関わる問題は、校長が
決めて、地教委に届け出の上、承認されれば問
題はないが、問題行動や校則違反等による生徒
への、例えば授業に参加させないといった性行
不良による出席停止まがいの厳しい措置は、今
では子どもの学習権や人権にかかわるデリケー
トな問題であり、20年近くも前の当時だからで
きたことであり、現在では慎重に進めなければ
ならないと認識している。
（₂）「校内体育祭」の実施に向けた取組
₄月当初の生徒の肝を抜く教職員の一致団結した
早朝生徒指導は、それなりに功を奏したといえるが、
生徒の自己指導能力を高め、集団の士気（モラル）を
高める積極的生徒指導になり得ていなかった。₄月の
早いうちに次の一手を打たなければ、せっかくの教職
員の苦労も水泡に消えてしまう。そこで関係教員が着
目したのが、毎年₅月下旬に開催してきた校内陸上記
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録会であった。これは、₆月の栗原郡中体連陸上大会
（以降郡陸と表記）に向けての選手選考を兼ねた恒例
の体育的学校行事であった。種目は、郡陸とほぼ同じ
で、100メートル走などの個別対抗種目が主であった。
各学年₅クラス編制で、学年ごとのクラス対抗で得点
を競い合い、得点の高い学級が優勝、準優勝を勝ち取
るという行事であった。生徒は学級ごとに代表選手を
選び、選手になれなかった生徒は学級応援団をつくり、
趣向を凝らした応援を繰り広げるが、応援に係る賞な
どもなかった。
この校内陸上記録会を積極的な生徒指導向きの新
たな行事に創り変え、教職員のチーム力と生徒集団の
士気（モラル）の高揚を発揮するための具体の戦略づ
くりを教務主任や生徒指導主事、特活主任が中心とな
り、早朝指導と同時並行で着手した。初めに、これま
で周囲の他の学校と同様、この時期に慣例的に行って
きた「校内陸上記録会」の課題に言及することからス
タートした。　　
①　校内陸上記録会の課題
ア　陸上競技の得意な生徒のための種目構成が
主で、そうでない生徒の活躍の場が少ない。
イ　生徒が全員かかわる応援合戦は、15クラス
もある中で、努力のわりに盛り上がりに欠け、
特に応援のリーダーを自主的に志願する生徒
も少ない。
ウ　競技中に問題行動の生徒たちの妨害や離脱
が発生し、教員も生徒も競技に集中できない
ことがある。
こうした課題とこれまでの反省を受け、以下の改善
プランができあがった。
ア　行事名を「校内陸上記録会」から「校内体育
祭」に改め、これまでの種目を大幅に見直す。
種目構成は、これまでの個人種目の競技より
クラス全員が一致団結することで勝利につな
がる種目を優先し、種目の選定や内容は、生
徒会や体育祭実行委員会が審議して決定する。
イ　生徒の参加体制を学年ごとの横並びから、
₁学年から₃学年までの縦割り集団に切りか
える。グランドに₅クラスの縦割り集団の陣
地を決め、₃学年をリーダーに応援合戦を繰
り広げ、最優秀賞、優秀賞、敢闘賞、特別賞、
アイディア賞を全クラスに与える。
ウ　開催日を平日から日曜日とし、PTA 保護者
の協力を得る。競技種目に教員と保護者が参
加する 種目、教員・保護者と生徒が競い合う
種目を入れる。PTA 種目は、PTA 保体委員会
が中心となって決めてもらう。
エ　週休日の実施なので、町長、教育長、議会議
員始め、外部の関係者すべてに案内状を出し、
生徒、教職員、保護者が一体となって頑張る
姿を見ていただく機会とする。
③　「校内体育祭」を実施しての成果と課題
ア　職員会議で決定してから開催までの約40日
間の紆余曲折を経て、生徒や保護者の本気度
が増し、消極的だった一部の教員にも火が付
いて、生みの苦しみが生みの喜びに変わった。
イ　種目の練習に学級全員が協力して頑張る姿
や、₃学年をリーダーとする縦割り集団の応
援練習に問題行動の生徒も自ら応援団員を志
願して頑張る姿が見られるようになり、学校
全体の士気が高まった。大会当日の応援合戦
は、どの縦割りクラスも迫力があり、甲乙つ
けがたいものであった。
ウ  種目の工夫が見られ、保護者と生徒の綱引き
大会や、部活動対抗リレーに顧問の教員も入
るなどして、生徒、教職員、保護者の溝が解
消された。
エ　参加した保護者や来賓から多くの励ましや
お褒めの言葉をいただき、教職員と生徒たち
の達成感と成就感が高まった。
オ　課題としては、年度当初の計画にはなかった
取組だったので、見切り発車となったことと、
₃学年の修学旅行と₁学年の宿泊訓練が間に
入るなどして超多忙なスケジュールでの準備
期間だったことがあげられた。
その後、この体育祭は、築舘中学校の伝統行事とな
り、今日まで一貫して実施されてきている。生徒指導
上の課題解決のために教職員と生徒、保護者のチーム
力を発揮し、一体となって創り上げたものであり、そ
の意義がずっと継続していることは大変喜ばしいこと
であるし、筆者も教職員とともに新たな学校行事の創
造に関わることで、その後の学校経営に大きな学びと
研修の機会を与えていただいたと思っている。
「チーム学校」としての意識のもと、主体的に学校運営に参画する教職員の育成
- 301 -
（₃）全教職員が参画する学校再生プランの策定
教頭₂年目（2002）となり、生徒の問題行動等も沈
静化して落ち着きのある学校になった。卒業式には前
年度のように警察を導入せずとも、整然とした式がで
きるようになった。定年退職した校長が、安心して卒
業生全員に証書を手渡すことができ、喜んでいただけ
たことが教職員全員の望外の喜びであった。
新年度になり、新しい G 校長が赴任した。校長の
父親も築館中の校長をされたという方で、G 校長の築
館中への思いはことのほか熱いものがあった。ようや
く普通の中学校に戻りつつあった築館中学校を、かつ
ての仙北の雄名門築中と呼ばれていた頃の中学校に復
活させたいとの熱い思いを教職員にしばしば語ってく
れた。G 校長の思いや願いを具現化するために、教職
員の力を結集し、学校再生・名門復活の新しいプラン
づくりをするとともに、実践に向けた新たな筋道をつ
けることが、学校経営の新たな課題となった。そのた
めには、教職員一人一人に、学校改革に向けての参画
意識と当事者意識を高める必要がある。「校長からの
職務命令だからやれ」では、作業は形だけで終わって
しまう。そこで以下の戦略を教務主任とともに練り、
実行した。
ア　学校再生・名門復活プラン策定に適した命名を
校長にお願いし、「リフレッシュプラン」と名付
けていただいた。教職員には、校長の思いのも
と、現在の学校がさらにリフレッシュできるよ
う、教職員もフレッシュな気持ちをさらにリフ
レッシュさせて、学校再生のために智恵を出し
合うことを確認した。　
イ　学校課題を明確にするため、生徒指導のみなら
ず学校が抱えている課題のすべてを洗い出すた
めに、教職員・保護者・生徒・域内の₄つの小
学校の管理職と₆学年担任・区長始め一部地域
住民対象にアンケート調査を実施し、集計・結
果分析から分野別に課題を整理・集約したもの
を教職員と保護者に公表した。
ウ　各分野別の課題を整理し、職員全体にわかるよ
う体系づけた。
エ　明確になった課題ごとに、その解決に向けて
協議する組織を編制した。校長を会長とする「リ
フレッシュプラン策定検討プロジェクト全体会」
を最終決定機関とし、その下に課題ごとに解決
策を検討・協議する「課題検討プロジェクトチー
ム」及びチームで協議した方策案をチームのチー
フが協議・調整する「検討プロジェクト部会」を
置き、教職員全員がいずれかのプロジェクトチー
ムに入ることとした。
≪₅つのプロジェクトチームを編制≫
〇学校運営プロジェクトチーム
〇生徒指導プロジェクトチーム
〇学習指導プロジェクトチーム
〇学校行事・生徒会活動プロジェクトチーム
〇開かれた学校・地域連携プロジェクトチーム
₅つの検討プロジェクトチームのメンバーは、
チーフにそれぞれ教務主任、生徒指導主事、研
究主任、特別活動主任、教頭をリーダーとして
充て、₅ ～ ₆人のメンバーで構成した。メンバー
の決定は、校務分掌を参考にしながらも、本人
の希望があれば、それを優先させた。また、開
かれた学校・地域連携プロジェクトチームには、
ＰＴＡ会長と副会長もメンバーに入れ、必要に
応じて参加いただくようにした。
オ　プロジェクトチームでの協議では、若手の斬新
な発想やアイディアなども積極的に取り入れて
審議するよう、諸会議や主任者会で共通理解を
図った。
こうして、全職員が一人一人学校運営に主体的に参
画する体制のもとで取り組んだ学校再生・復活のため
のリフレッシュプラン策定の成果と課題は、以下のと
おりである。
ア　学校課題の洗い出しをするために、従来型の教
職員と保護者アンケートに加え、対象を生徒や地
域住民（区長や民生委員など）や小学校の先生方
にも広め、広く意見や要望を募ることができたこ
と。また、保護者に結果を公表したり、学校関係
者始め外部評価も取り入れたりしたことで、この
後文部科学省から出された学校評価システム改
善の取組の先取りとなる、意義のある実践となっ
たこと .
イ　プロジェクトチームでの討議やプロジェクト
チーム間でのチーム横断的な討議を通じ、若手も
ベテランも、中堅をリーダーに自ら主体的に新
たな学校づくりに参画できたこと。さらに、上
から与えられるという意識でなく、自ら創り上
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げていくのだという当事者意識が芽生えたこと。
ウ　PTA や一部地域の方々、学校関係者を巻き込
むことで、教職員と生徒の頑張りに対し、好意
的に受け止めていただき、学校への信頼回復に
資することができたこと。
エ　課題としては、策定プランの実践に当たって
は、PDCA のマネジメントサイクルを回しなが
ら小規模の見直し・改善を図っていくことは大切
であるが、決定された大局的な部分については、
教職員が英知を出し尽くして策定したプランで
あるから、最低₃年間は継続して実施すること
が望ましい。
₂　丸森町立大内中学校での実践
築舘中学校に教頭として₂年間勤務した後、県教
委での₄年間を経て、新任校長として丸森町立大内中
学校に赴任した。大内中学校は、全校生徒数100名に
満たない小規模校であり、「在り方生き方を考える道
徳教育の研究指定校（文部科学省指定）を₂年間引き
受けることが決まっていた。研究推進に当たっては、
研究のための研究にならないように、教職員と生徒に
とって、学校課題解決のための価値ある研究推進にす
ることを第一義に校内研究を進めた。拙稿では、テー
マである「チーム学校」と「教職員一人一人が主体的
に参画する学校運営」の観点から、研究₂年目に実施
した「全校創作演劇」の取組内容と意義について紹介
したい。
（₁）全校創作演劇「義の旗　大内」の上演
最初に、全校創作演劇を上演することになった根拠
を説明する。学校の教育活動は、校長の経営ビジョン
と学校課題の解決に向けて、意図的・計画的・継続的
に行われるものである。校内研究を進めていく中で、
大内中学校の生徒は、基本的生活習慣ができており、
問題行動もほとんどないが、解決すべき学校課題とし
て以下の₃点が明確になった。
①　生徒同士の人間関係は、表面的には良好に見
えるが、一端亀裂が生じると修復が難しいなど、
かなり固定的でかつ柔軟性に欠ける関係である。
保護者の人間関係も同様である。
②　学級の構成メンバーが小学校から同じである
ため、暗黙のうちに生徒間での序列意識ができて
おり、互いに切磋琢磨しあう気概に乏しい。また、
クラス対応で競い合う行事もなく、集団で切磋
琢磨して何かを創り上げるという経験が少ない。
③　教職員の中にも、他の教員と切磋琢磨し合うと
か、生徒指導に危機感をもって対応するとかの意
識が低く、現状に満足しがちな傾向にある。教職
員がチーム力を発揮して、生徒とともに皆で何
かを創り上げるという意欲の喚起が必要である。
上述の課題の解決に向け、校内研究の取組の一環と
して、教職員と生徒全員がチーム意識をもって新しい
ものを創り上げる体験をさせたいと教職員に投げかけ
たところ、演劇が趣味という国語の教員から「全校創
作演劇活動」の案が提案され、さらに社会科担当の教
員からは、総合的な学習の時間を通して生徒が学んで
きた戊辰戦争の古戦場の歴史と、その古戦場にまつわ
る大内の義に厚い祖先の生き様を創作演劇のモチーフ
にすれば、「在り方生き方を考える道徳教育」との関
連を図ることができ、生徒・学校・地域が一体となっ
た取組に発展できるのではないかとの前向きな意見が
出された。さっそく教頭、教務主任、研究主任、特活
主任で、全校創作演劇の取組に向けた可能性と方策を
検討し、文化祭時の発表を目指して取組がスタートし
た。上演までの準備に際し、学校運営上以下の４点に
留意した。
①　脚本作成には、教員と総合的な学習に直接関
わった生徒始め、地域の歴史関係者にも指導を
お願いし、完成した創作演劇のタイトルを「義の
旗　大内」と命名した。
②　全校創作演劇活動実行委員会を生徒会で立ち
上げ、キャストとスタッフを中心に、全校生徒
が一人一役の役割を担うようにした。
③　特に裏方といわれる大道具や照明、衣装、小道
具等の係りにも必ず担当教員を配置し、教員と
生徒、生徒同士が心を一つにして取り組める組
織づくりを工夫した。
④　上演に当たっては、保護者ばかりでなく、協力
いただいた地域の方々にも感謝状と招待状を送
付することにした。
　≪上演しての効果・成果≫
①　「義の旗　大内」は生徒や保護者が居住してい
る大内地区の歴史的実話がモチーフとなってい
ることから、生徒にとって身近な教材であり、人
として在り方生き方に関わる葛藤場面が多くあ
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り、生徒の道徳的心情を深めるのには効果的な
創作シナリオになった。
②　既成のお仕着せの脚本でなく、シナリオ作成の
段階から生徒と担当教員が、地域の古老や郷土史
家の助言等をもとに創作したもので、取り組む
教員も生徒も自分たちの作品を通して、地域の
祖先たちに対し、敬意の念を強くもつとともに、
地域の方々に祖先の義を貫いた生き方を見てい
ただくという確固たる動機づけがあったからこ
そ、チーム力も高まったのだと思う。
③　上演は大盛況で、当日観賞できなかった地域の
方々から、子どもたちの演劇をぜひ観たいので
地区ごとにビデオを回覧してほしいとの要望が
あり、各地区でビデオ鑑賞会が開催された。
④　課題としては、研究指定が終了した後、こうし
た全校創作演劇活動のための予算措置等が可能
なのかという新たな問題が出たが、町教委から
の支援があり、その後も大内中学校が₂年後統
廃合で閉校となるまで、この創作演劇活動が継
続したことは喜ばしい限りであった。
ビデオ上映会の様子を伝える町の広報誌から
₃　最後の校長₄年間の実践
大内中学校での₂年間の文部科学省研究指定校の
終了後、再び₄年間の県教委勤務を終え、現職最後の
校長として赴任したのが、大河原町立大河原中学校で
あった。大河原中学校は、教員数も生徒数も PTA 会
員数も仙南地区（大河原教育事務所管内と言われてい
る）の中学校の中で最も多い、いわゆる拠点校であり、
学校設立当初から「仙南の雄大中」として、近隣の中
学校教育を牽引する役割を担うことが期待される学校
である。しかし、平成10年度前後から校内暴力や器物
損壊などの生徒指導の問題行動が急激に多発するよう
になり、生徒の事故報告件数と不登校数が管内一多い
学校として注目されるようになってしまった。その後、
運動部活動を奨励するとともに、「ならぬものはなら
ぬ」の厳しい生徒指導の強化を図ることにより、学校
は全体的には落ち着きを取り戻し、私が赴任した₅年
前の生徒たちは、あいさつのしっかりできる、中学生
らしい中学生に変容していた。前任の校長からの引き
継いだ学校課題は、以下の₃点であった。
ア　学校の教育課題は、学力向上と生徒指導の₂つに
行き着く。授業妨害や授業離脱は少なくなったが、
授業に集中できない生徒が相当数いること。また、
部活動に熱心に取り組む生徒は多いが、部活動で疲
時は幕末から明治維新の挟間の時期、官軍と
呼ばれた薩長の新政府軍が旧幕府軍を撃破するた
めに東北に軍を進めた。会津藩を擁護する奥羽越
列藩同盟の盟主である仙台藩の兵隊たちは、丸森
町大内地区の旗巻峠に陣取り、南から進軍してく
る新政府軍を迎え討った。しかし、西洋の最新式
の兵器をもつ薩長の軍隊にはかなわず、仙台藩の
負傷した兵士や亡くなった遺体が道のあちこちに
放置された。この時、大内の農民たちは、日頃か
らお世話になっている仙台の殿様のためにという
ことで、自ら兵を志願したり、負傷した兵隊の傷
の手当てや看病をしたりした。戦いが終わり、勝
利した新政府軍から大内の農民に対し、「負傷し
た兵士を匿ったり、死体を埋葬したりすることは
いっさいまかりならぬ。もしそうする者があれば、
打ち首獄門に処する」とのたて札を立てられた。
これを見た大内の農民たちの世論は、新政府の命
令に従う側と、そうでない側に分れた。最初は葛
藤に継ぐ葛藤、喧々諤々の議論を経て、村民たち
は新政府軍の命令に反し、亡くなった兵士の弔い
をすることに決めた。命がけで戦没者の遺体を手
厚く埋葬し、供養塔まで立て、仙台藩への感謝の
意を示そうとした。村人たちは、　大内の荒れた
土地の新田開発や治水工事を積極的に行い、貧し
い生活から救ってくれた仙台藩への恩義に対し、
その気持ちを行動で示そうとしたのである。
参考：「義の旗　大内」の内容のあらすじ
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れてしまい、家庭学習をほとんどしていない生徒の
割合が全国・県平均を大きく上回ること。
イ　教職員の年齢バランスがとれており、中堅教員の
層も厚く、特に生徒指導や部活動には協力して熱心
に取り組むが、学習指導には、若手を中心に力量を
十分に発揮できていないこと。
ウ　生徒会や学校行事、部活動などに教員と生徒が主
体的に取り組む意欲や態度が育ってきているが、そ
れらの教育活動を通じ、生徒一人一人にどんな力を
つけるのか、それによりどんな学校を目指していく
のか（教育目標の具現化）まで意識が及んでいると
はいえないこと。
以上の課題を踏まえ、国や県・町の今日的教育課題
や筆者のそれまでの体験から得られた知見をもとに、
₄月の赴任早々の最初の職員会議において、学校経営
に関する₄つの基本方針を全教職員に伝えた。
ア「チーム大中一枚岩　心ひとつに」
この文言を大河原中学校の全教職員、PTA、全校
生徒の合言葉とすることに定め、常に助け合い、協力
し合って教育目標の具現化に迫ることを目指したい。
生徒たちには、さらに「一人はみんなのために、みん
なは一人のために」というわかりやすい表現で、この
理念を浸透させるよう指導したい。
イ「一点突破から全面展開へ」
大型タンカーは、動き出すまで時間がかかるが、動
きだしたらどうにも止まらない勢いで加速する。大河
原中学校という大型タンカーが動き出すために、まず
は当たり前のことを当たり前にやりきることのできる
学校を目指したい。生徒には「凡事徹底」と「文武両道」、
教職員には「授業で勝負」と「生徒第一」を一点突破の
起爆剤とし、全面展開につなげたい。
ウ「参加」ではなく「参画」をキーワードに
若手も中堅もベテランも、学校運営組織の中で、生
徒のために改善できるよい意見やプランがあれば、ど
んどん提言してほしい。従来踏襲や現状維持の学校に
発展はない。若手ほど自分から積極的に教育活動や学
校運営に当事者意識をもって参画してほしい。皆で検
討して決めたことは、たとえうまくいかなくとも遠慮
や心配は無用である。すべては校長が責任をとるので、
安心して進めてほしい。
エ　教職の専門家集団としての誇りと夢を大切に
どんなに科学技術や情報通信技術が進歩しても、学
校で教える教員と教わる生徒の関係は、人が人として
教え、人をつくるという不易な人間関係が基本である
ので、教員も生徒も豊かな心の交流を大切にしたい。
また、変化の激しい現代社会だからこそ、教員は生徒
の模範として常に学び続ける専門家集団でなければな
らない。教師としてプロのライセンスに誇りをもって、
教職の専門家集団としてのチーム意識を高め、子ども
たちに夢と志を語れる学校にしたい。
こうしてスタートした大河原中学校で、₄年お世話
になり、私の学校経営に関するビジョンの多くは、悔
いなくやりとげることができたと思っている。これは、
「チーム大中一枚岩　心ひとつに」を合言葉に動いて
くれたすべての教職員と生徒たちのおかげである。
また、ＰＴＡ保護者、町当局、町教委の教育長始め
事務局員、町校長会の同志の方々の協力に対し、深甚
なる感謝を表したい。
この₄年間、学校のチーム力を駆使し、教職員一人
一人が協働で参画した実践例の一部を紹介したい。
（１）「学力向上」の取組の事例
教師の最たる業務は、子どもに学力をつけることで
ある。これは学校という制度ができる以前の寺子屋や
塾の時代からの不易の役割である。子どもに勉強する
ことのよさや魅力を実感させ、わかる喜びやできるよ
うになったという達成感を与えてやることが本当の教
師の喜びである。公立学校には、学力の高い子もいれ
ば、低い子もいる。学習環境に恵まれた子もいれば、
勉強どころではない子もいる。宿題はやらないと気が
すまないという子もいれば、家庭学習や宿題は全く受
けつけないという子もいる。どんな子であれ、その子
のもっている可能性を最大限引き出し伸ばしてやるこ
とが学校教育の使命であるという信念のもと、学校あ
げて学力向上に向けた取組実践を行った。　　
①　教職員の心に灯をつける仕掛けづくり
ア　学力向上で成果を上げている域内の小学校と
の連携を強め、小学校での授業参観や TT によ
る算数・数学の授業実践を継続して行った。小
学校のきめ細やかで、一人一人を生かす丁寧な
指導を経験するとともに、中学校での指導上の
課題が把握できたことで、それまで慣例で行っ
てきた等質集団による数学の少人数指導を習熟
の程度に応じたきめ細やかな指導に切り替える
ことができた。
「チーム学校」としての意識のもと、主体的に学校運営に参画する教職員の育成
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イ　実際に学力向上で成果を上げている秋田県や
福井県の中学校に研究主任や教科主任と意欲の
ある若手教員をペアで派遣し、学力向上のノウ
ハウを研修させ、その成果をもとに、校内体制
づくりや教科指導の見直しを行った。秋田県の
生徒の家庭学習の充実ぶりに影響を受け、自校
でもなんとかしなければという声が出てきたり、
数学担当の教頭と数学科主任からは、福井県の
「縦もち」の授業を大中でも取り入れてみたいと
の要望を受け、試行的に実践したりしたことは、
大きな成果だったと認識している。
ウ　生徒が毎日使っている机の天板に傷や落書き
があり、学習に集中できない生徒が多くいると聞
き、すぐに天板の交換を地教委に申し出たとこ
ろ、天板の新調は財政課から認められたが、600
枚を超す天板交換の工事作業経費は無理という
結果となった。このことを教頭と技術・家庭科担
当の主幹教諭に伝えると、それは自前でやれると
いうことになり、すぐに職員全員を招集し、一致
協力のもと瞬く間に交換作業が完了した。まさ
にチーム大中一枚岩の具現であった。生徒には、
天板工事を教職員が一致団結して行ったことと、
あわせて生徒全員のためにという教職員の熱意
と本気度を伝えるとともに、改めて学力向上に
頑張ろうと激励した。
②　宮城県学力向上研究指定の導入と実践の取組
前任の丸森町立大内中学校の文部科学省研究指定
校の経験から、官製の指定校研究であっても、研究の
ための研究に終始するのでなく、教職員・生徒にとっ
て価値ある研究を学校裁量で目指していくことができ
れば、絶対に効果があると確信していたので、前述の
とおり機が熟したと判断した₂年目から県教委の学力
向上研究指定を受けることのメリットを教職員に提示
し、全職員の賛同とのもと、受けることに決めた。
ア　学校課題に合致した研究主題の設定
県教委からは、「学力向上₅つの視点」に直結した
テーマ設定をするように言われたが、県教委の了解の
もと、生徒の最大の課題である家庭学習と授業の連動
の在り方にする方向で教職員全員が協議し、「家庭学
習とのサイクル形成を目指した授業づくり」を通して
確かな学力の形成を目指すという研究テーマに決定し
た。部活で疲れたからという言訳は通じなくなり、「小
学校では家で勉強していたのに、中学生になったら全
然勉強しなくなったという苦情の多かった保護者から
の支持も得ることができた。また、大中生徒の合言葉
「文武両道」と「凡事徹底」の一層の定着を図ることと
した。
その結果、各教科では、質の高い授業を創るために、
教科や単元の特質を踏まえながら、予習型課題と復習
型課題を吟味して生徒に提示し、それを授業で取り上
げ生かしていく取組を継続的に行うことで、少しずつ
ではあるが、着実に家庭学習の習慣化が図られ、学習
時間も増加した。
イ　研究主任を要とした校内組織の活性化
研究主任には、県教育研修センター長期研修員の経
験のある中堅教員を充て、₃年間継続的に研究推進の
要としてリーダーシップを発揮させた。校長・教頭・
主幹教諭・教諭との縦の関係と各教科主任との横の連
携を密にするとともに、ワークショップ手法を取り入
れた校内授業検討会を企画したり、週₁度の「研究推
進だより」や「研究推進ボード」で各教科の授業研究
の取組情報や効果的な家庭学習課題、全国学テ等に関
わる情報や分析などを職員全員に周知を図ったりする
など、教職員がチームとして動きやすい体制づくりが
できあがった。
ウ　若手教員の斬新なアイディアの具現化
全国学テや標準学テの数学のスコアに大きな課題
があったため、数学担当の教員の指導力だけがどうし
も話題になりがちであった。数学担当教員の肩身をせ
まくしないようにと、若手教員たちから次のような提
₃年間右肩上がりで上昇した成績
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案があった。
「学級対抗で数学問題解きのコンクールを実施し
てみてはどうか。生徒は競い合って頑張るので
はないか。校内球技大会があるのだから、数学
問題解き競争大会があっても違和感はない。生
徒の励みになると思う。」
この提案は、生徒の内発的動機づけを重んずる授業
づくりとは趣旨を異にするが、生徒のやる気や相互の
切磋琢磨を刺激するには有効な手立てであり、数学担
当の教頭を中心に研究部で実施に向けたプラン作成を
進めた。そこでできたのが大中数学オリンピックであ
る。
≪大中数学オリンピックの取組≫
　生徒は毎週木曜日の帰りの会に数学の問題が配
布され、わからないところはお互いに教え合った
り、調べたりして、全員翌週の月曜日まで解いてく
る。月曜日の帰りの会で模範解答を配布され、その
週の木曜日の帰りの会にテストを行う。その結果を
クラスごとに集計し、最優秀賞と優秀賞の症状を授
与するというものである。
　数学といえば拒否反応を示す生徒が多い中、最初
はどうなるかと心配したが、杞憂に終わった。問題
の解けない生徒にまわりの生徒が優しく真剣に教
えたり、拒否反応の生徒でも、一つでも二つでも正
解しようと質問したりする姿勢がでてきたことは、
大きな成果であった。
≪部活対抗数学オリンピックの取組≫
学級対抗の数学オリンピックの成功に味を占め、数
学担当の若手教員から、部活動オリンピックもやりま
せんかという提案が出された。校長が常に声高に生徒
に言っている「文武両道」にもつながるということで、
話は進み、部活ごとに木曜テストの部員の平均点数を
割り出し、順位を競い合う「部活対抗数学オリンピッ
ク」を定期的・継続的に実施することになった。
その結果、部活動単位で、自主的に勉強会をする部
活動がでてきたり、その中で教え合い活動や先輩が後
輩に指導する良好な人間関係が築かれたりするという
学習以外のメリットも見られようになった。
エ　学力向上のための全校縦割り活動の実践
文武両道と凡事徹底を要に一点突破から全面展開
に向かう学校づくりを進める中で、₂年目から₃年目
になると、学校行事や生徒会活動、集会活動への生徒
の取組が大変意欲的になり、教員と生徒、生徒同士の
人間関係も改善され、リーダーも育ってきた。加えて
問題行動もほとんど皆無に近い状況になり、生徒の集
団のモラルの向上を図る方策として、大中始まって以
来の全校縦割り話合い活動を試行的に実践してみた。
₇月と11月の年間で₂回実施することで、生徒の変容
も見ることにした。特活主任が計画を立案し、生徒会
に投げかけ、生徒会と学級代表委員会で話合い活動の
テーマを絞り込んだ。生徒たちも研定指定₂年目とも
なると、学力向上が常に脳裏にあるらしく、次のテー
マで話合い活動が進められた。
〇　家庭学習を阻害する携帯・スマホとの上手な付
き合い方を考えよう。
〇　₃年の先輩から学習方法や進路選択で大切な
ことを学ぼう。
全学年₇学級を₇つの集団に分け、三学年がリー
ダーシップを発揮し、活発な意見交換が行われた。テー
マについては、縦割りに入る前に各学級で話し合って
論点を絞っておいたが、縦割り集会当日になって違う
観点からの新たな意見が出されたりした。全校生徒が
教職員と同じ方向を見て、同じベクトルの先に生徒と
してどう関わっていけば、学校生活はさらに改善され
るかというスタンスで意見交流が行われ、終了後は、
縦割りごとにまとめた成果物を体育館に掲示し、共有
化を図ることができた。
（₂）教職員、保護者、町内₅つの小中学校、町教委
がチームとして四位一体となった改革の推進　
児童生徒の SNS に係るトラブルは、ネットいじめ
などの生徒指導や人権にかかわることばかりでなく、
ネット依存症やラインがらみの人間恐怖症など、当た
り前の生活や健康を壊してしまう深刻な問題を呈して
いる。加えて、学力向上を目指す大河原中学校では、
上述したように家庭学習を阻害する大きな要因とも
なっている。携帯・スマホ、小学校ではゲーム機器も
含めて、子どもたちの学力向上と健全育成を図るには、
家庭だけに任せるのでなく、学校と家庭、行政が一体
となって子どもを SNS の被害から守り、好ましい使
い方を習慣づけていく必要がある。よって、大河原町
教育委員会と町校長会が連携し「大河原子ども会議」
を立ち上げ、児童生徒が SNS 機器をもつ意味や使い
方のルールなどについて、各学校で話し合って決め、
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その進捗状況を年一度の「大河原町明日の青少年を育
てる町民会議」で発表しあうことからスタートさせた。
これまでの取組の流れを時系列にあげると次のように
なる。
Ｈ26：携帯・スマホ・ゲームを使う場合の学校とし
ての約束ごとを決めようというテーマで、各校から約
束ごとの決め方や実際の約束ごとの内容の発表、携帯・
スマホやゲームの問題点などについて発表があり、そ
の後意見交換を行った。
↓
Ｈ27：実際の学校で決めた約束ごとがどのくらい守
られたか、また守るために児童会や生徒会、家庭でど
んな取組を行ったのかについて、代表児童生徒からの
発表、さらに保護者（ＰＴＡ）代表からも、家庭でど
んな取組をしているのかについての話題提供があり、
その後は、代表児童生徒、PTA 代表でのパネルディ
スカッションが行われた。
↓
Ｈ27末：臨時の大河原子ども会議が招集され、大河
原町として、児童生徒の携帯スマホ・ゲームをする時
間は午後₉時までとすること、保護者は子どもに携帯・
スマホを持たせる場合には必ずフィルタリングをかけ
ることの₂つの約束ごとが議題として話し合われ、町
内の各小中学校の校長、ＰＴＡ会長の出席のもと、各
小中学校の代表の意見も聞きながら、大河原₉時ルー
ルとフィルタリングの徹底が決議された。
↓
Ｈ28：大河原₉時ルールの徹底に向けて実践したこ
とを各学校、PTA ごとに発表しあい、その後各学校
の児童生代表、PTA 代表、域内の₂つの高等学校の
代表が壇上でパネルディスカッションを行い、フロア
の参加者も含めた意見交換会を行った。
参考：大河原中学校の「大河原₉時ルール」遵守の取
組状況
家庭との連携のもと、「₉時ルール厳守に向けた我
が家の約束ごと」を定め、家族全員が見えるところへ
の掲示を奨励することで、意識化を図った。
　➡　「我が家の約束ごと」の事例
　○₉時以降は親に預ける
　○スマホはリビングで使う
　○友達の悪口は絶対に書かない　など
生徒会本部と生活委員会が毎日朝の会で₉時ルー
ルの遵守状況をチェックし、よく守られている生徒が
多い学級と守られていない学級を昼の校内放送で全校
生徒に発表し、遵守の徹底を呼びかけた。
≪₃年間の取組をふり返って≫
携帯・スマホが、大河原中学校の学力低下の大きな
要因であり、SNS のトラブル防止については、どの
学校でも子どもたちと保護者向けの啓発や研修を行っ
てきているが、なかなか改善に結びつかず、町校長会
の大きな懸案事項であった。H26からこの課題の解決
に向け、町当局と町教委、PTA 連合会と町校長会が
チームを組み、₃年がかりのプロジェクトを展開した
ことで、次のような成果が得られた。
①　町教委や校長会からトップダウンでルールを
決めて守らせることは簡単だが、それでは保護
者や児童生徒の意識は育たない。スモールステッ
プを踏み、時間とチーム力を駆使することで、児
童生徒や保護者の問題意識を喚起し、自分たちで
決めたルールなのだから自分たちで守っていこ
うとする意欲付けにつなげることができた。　
②　町内各小中学校の家庭学習時間が増加し、学力
向上に寄与することができた。
「大河原ルール前進」のリーフレット（H29.₂）
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③  保護者の意識も高まり、町 PTA 連合会で自主
的に₉時ルールの遵守とフィルタリングの徹底
を謳った巨大な縦断幕をつくり、大河原町庁舎
屋上から下げるなど、地域・家庭ぐるみで取り
組もうとする協力体制が強まった。
④　前述の「全校縦割り集会」の取組も含め、生徒
が自主的に学校生活を見直し、考え、改善して
いこうとする規範意識と連帯意識が強まった。
⑤　学校課題の解決に立ち向かう教職員の意識も
高まり、「チーム大中一枚岩　心ひとつに」の合
言葉のもと、学校が「一点突破」から「全面展開」
に向けて着実に回り始める機運が高まった。
₄　今後に向けて
以上、筆者の学校管理職としての₈年間で取り組ん
だ実践の一端を、拙稿のテーマと関連付けながら紹介
させていただいた。本来であれば、国で進めている働
き方改革や多忙化解消に向けた、新たな「学校のチー
ム力」として注目されている教員以外の専門家をどう
学校現場に取り込んでいくかという視点にも言及した
かったが、SC、SSW や児童相談所の所員との協働の
取組の中身にまでふれることは、当該生徒や保護者の
個人情報にかかわることになるので、あえて今回は割
愛した。
今後は「チームとしての学校」づくりに向け、さら
に研鑽を積むことで、学校現場の新た課題解決に関
わっていければと念じている。
Ⅳ　教職大学院の授業等での実践事例
₄月から本学教職大学院学校経営班に所属させて
いただき、いくつかの授業を担当させていただいてい
る。拙稿のキーワードである「チーム学校」、「学校組
織マネジメント」、「学校運営への主体的な参画意識」
の高揚を図ってきたこれまでの体験と知見をもとに、
大学院の授業に生かすための教材づくりに反映した実
践事例を₂つ紹介したい。
₁　学習指導実態分析論 B の授業から　
この授業では、「児童生徒との関わり方」と「学校行
事を通した児童・生徒の育成」の₂コマの授業を大沼
あゆみ准教授と二人で担当した。特に₂コマめで扱う
学校行事に係る授業では、児童生徒のよりよい人間関
係を築く力と集団の一員としてよりよい学校生活づく
りに参画する態度の育成を重視し、学校課題の解決に
向け、体験活動や生活を改善する話合い活動、多様な
異年齢集団による活動を、どのように学校行事に位置
付け、集団の士気（モラル）の醸成をいかに図ってい
けばよいかについて、筆者のこれまでの経験をもとに
以下の授業を構成した。
（１）授業名：学校行事を通した児童・生徒の育成
（₂）期　日：平成29年₈月₁日（火）
（₃）受講者：現職院生12名とストレ トーマスター 20名
（₄）授業の目的
児童生徒の学校生活上の課題解決を意識した学
校行事の実態分析及び行事内容の検討・改善のため
の話合い活動を通して、児童生徒の個と集団生活の
向上に資するよりよい学校行事の在り方を学習す
る。
（₅）授業の流れ
①　大沼准教授から講話（学校行事のねらいと意義）
②　グループ演習（ワークショップ）
ア　小中別に₈グループを編制し、リーダーは
現職、発表はストマスが務める。グループの
人数は₄名程度とする。
イ　小学校₂校と中学校₂校の計₄校の学校課
題と現在行っている学校行事の年間計画表を
配布し、小中のグループごとに検討する学校
を₁校選択する。
ウ　選択した学校の資料を読み、改善しなけれ
ばならないこと、さらに伸ばしたいことを把
握する。
エ　選択した学校の年間の行事予定表を見て、ど
の行事に焦点を絞るか考える。
オ　現職院生が司会を務め、ストマスの意見も取
り入れながら、選択した学校の課題を把握し、
その解決に向けて、既存の行事をどのように
変えていけばよいのかについて、研究討議を
行う。
　≪研究討議の進め方≫
○　課題とさらに伸ばしたいこと、目指す子どもの
姿、安全面や不測の事態の危機管理等につい
て、項目ごとに色付箋紙にまとめて分類する。
○　討議した内容を整理し、模造紙にまとめる。
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カ　小学校と中学校のグループ同士で相互に発
表しあう。
キ　代表グループによる全体会での発表を行う。
ク　授業者からからまとめと振り返りを行う。
（₆）授業後の院生の意見・感想から
①　ストマスから 
◦学校行事は生徒として関わる経験しかなかっ
たので、企画する立場でのいろいろな視点を学
ぶことができた。
◦現職の方々の考えや発想を聞いて、とても勉
強になった。
◦これから始まる学校行事の実習に参加するに
当たり、新たな視点をもつことができた。
②　現職から
◦ストマスから意見を引き出すのは、かなり至
難の業であった。しかし、発表者としての役割
はしっかりとこなしてくれた。
◦児童生徒や学校の課題解決という視点から学
校行事を見直したり、企画したりするという発
想が新鮮であった。これまで学校行事はこなす
だけで精一杯だったので、新たな視点を学ぶこ
とできた。
◦話合いの時間がもう少しあればよかった。最後
のまとめる時間が足らず、発表が中途半端になっ
てしまった。
（₇）授業後の反省
①　現職とストマスが一緒に受講する授業だった
ので、ワークショップはあえて混合のグループ編
制とし、現職がストマスをリードし、ストマス
は現職の現場経験や知見から、実践的に学ぶと
いう授業の組み立てを行った。感想にもあると
おり、現職には苦労をかけたが、ストマスにとっ
現職のリードのもと、共に意見交換に励む様子
て学校現場での実習等への意識付けになったも
のと思う。
②　授業で配布した₄つのタイプの異なる学校の
資料は、私の手作りのものである。ただし、行事
計画表は、想定上の学校に近い実際の学校のもの
を、校長の許可を得た上で、学校名は伏せて配布
した。学校現場に直結したものであることから、
ミドルリーダーとして期待される現職院生には
臨場感のあるものとなったと思う。学校の活性
化の一翼を担う学校行事の重要性の一端を伝え
られたものを思う。
③　討議とまとめ、発表にはもう少し時間がほし
かった。最後は質疑応答の時間もとれず、尻切
れトンボの感が強かった。次回から時間配分に
留意したい。
④　特別活動の中での学校行事の位置付けや意義
については、授業の冒頭で大沼准教授から関係法
令や学習指導要領の趣旨を踏まえた講義を行っ
ていただいたが、特にストマスにとっては、別
枠で特別活動に係る理論的な学びの機会を設定
する必要がある。
₂　学級・学校経営研究 B の授業から　
学校経営班では、現職院生対象の授業として学級・
学校経営研究 A において、₄月以降、学校経営と学
習指導に関わる様々な今日的教育課題を取り上げて、
講義と演習を行ってきている。その集大成として実施
したのが、泊を伴った「学級・学校経営研究 B」の集
中講義であった。今年度は、学校現場で日常的に発生
する危機の未然防止の観点から「毎日の授業」、「学級・
学年経営」、「教科指導」の₃つを取り上げ、講義と演
グループ討議でまとめた成果物
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習を通じて学びを深める授業を行った。その中で私が
担当した「「教科指導における危機の未然防止」の取
組の一端を紹介したい。
（₁）授業名：教科指導における危機の未然防止
（₂）期　日：平成29年₈月22日（火）
（₃）受講者：現職院生14名
（₄）授業の目的
教科指導は、教員一人一人が専門性を発揮し、児童
生徒に質の高い、わかる授業と確かな学力を保障する
営みである。よって、危機は、教員一人一人の資質・
能力、意欲・使命感の欠如などの個別の問題に起因す
るケースが多いのが実情である。公的機関である学校
の使命は、個に起因する危機であっても学校全体の危
機として受け止め、未然防止の対策を常日頃から教職
員全体で講じていくこと、また、危機が起こりそうな
場合には、最悪の事態を想定した初期対応をチームで
とることで、危機を収束し、学校の信頼回復を図って
いくことが重要である。本授業は、未然防止の実際の
事例と解決に向けた方策について、講義と演習を通し
て学びを深めることを目的とする。
（₅）授業の流れ
①　教科指導で想定される危機の確認
ア　学校組織マネジメントに起因する危機
イ　カリキュラムマネジメントに起因する危機
ウ　学力向上と成績評価に起因する危機
エ　学習環境及び教材教具に起因する危機　　
以上の₄つの観点から、特に中学校現場における危
機のすべてを洗い出してみた。
②　グループによる演習 　
ア　一人の講師の教科指導の稚拙さがクライシ
スに発展する恐れのある事例の資料を配布す
る。
イ　₃ ～ ₄人のグループをつくり、リスクとなっ
ている原因と、そこに至った対応の問題点を
整理する。
ウ　現段階でリスクを収束させ、クライシスに
発展させないための方策を考える。
エ　収束させた後の改善と信頼回復に向けた組
織対応を検討する。
オ　話し合った成果を小型ホワイトボードにま
とめる .
カ　グループによる発表と質疑を行う。
キ　まとめと評価
③　講義：①の危機を未然防止するための事例
ア　教員の指導力の向上
イ　風通しのよい職員室と何でも相談できる人
間関係の構築
ウ　当事者意識の醸成
エ　校内研究・研修及び教科部会（中学校）の活
性化
オ　児童生徒に変容と頑張りの発信（保護者は自
分の子どものことをいつも気にかけている）　
④  まとめ
　危機はいつでもどこでも起こるもの
　防ごうとしなければ、絶対になくならいもの
　　大切なこと　気付く心
　　　　　　　　気付く目
「おかしいぞ」の異常センサーの感度アップと風通
しのよい職場づくりが何よりも大切
（₆）受講生の感想等
◦教科指導の危機がこれほど多様にあるとは意識
していなかった。来年度現場に戻ったら現任校に還
元できるミドルリーダーになりたい。
◦危機は、初期段階で放置すれば大変な問題に発展
するので、早めに気付き、迅速に対応することの大
切さを学んだ。
◦教科指導も　組織で取り組むことで危機の未然
防止につなげることができる方策がたくさんある
ことがわかった。　
◦当たり前のことを当たり前にすることの大切さ
が実感できた。
（₇）授業後の反省
◦パワーポイントの拡大印刷に不慣れなため、見え
にくい資料となってしまったので、次回から気をつ
けたい。
◦演習時間が短い中で、各グループともに危機回避
と改善に向けた真剣な討議を行い、質の高い発表会
にすることができた。
◦授業づくりについては、他の担当者の分野だった
ので、あえてふれなかったが、教員の仕事の最たる
ものが授業づくりであり、日々子どもたちにわかる
授業を提供し、主体的に学び続ける子どもたちを育
成していくことこそが、危機の未然防止の基本であ
ることをもっと強調すべきであった。
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Ⅴ　終わりに
学校のチーム力の発揮と組織マネジメントが今ほ
ど叫ばれている時代はないと思う。以前のように、教
員一人一人が違うベクトルの方向を見ていたのでは、
学校教育は成り立たたなくなっている。その意味で学
校を支える人材の育成を担う大学の役割と機能が注目
されている。チーム学校を担うことができる人材の育
成に、これまでの私の学校現場での体験を生かし、微
力だが少しでも貢献していきたいと願っている。拙稿
で紹介させていただいたチーム学校づくりと学校組織
運営に一人一人の教職員を参画させる手立てづくり
を、今後の授業等の教材開発（づくり）に生かしてい
くとともに、筆者自身も自ら学び続ける実務教員を目
指して、さらなる研鑽を積んでいきたい。
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